越境の都市的世界と場所への繋がり、場所の獲得 : 沖家室とホノルル・アアラ及びカカアコの越境者たち by 広田 康生























































平成 22年度の世帯数約 115世帯、住民 200名弱で、
現在は本島の周防大島と橋で繋がっている。周防




















































ろ』（第 68 号）に大正 14 年実施の国勢調査結果が掲載されているが、それを見ると｢沖家室島」
の人口は男が 963 人、女が 926 人の計 1,888 人で（戸数は掲載されていないが、大正 9 年の国
税調査では 558 戸となっているのでその前後であると推測する）、この数字からしてもいかに多








































ると第 1 期は、16 世紀の博多や堺の商人の資本蓄積の時期であり、「日本のグローバル化が商











年には、日本国籍所有者 69 万 9895 人が海外に長期滞在者あるいは永住として住んだ」と指摘
している（ベフ 2006：36）。 































学神学部を卒業後、紆余曲折を経て 1894 年（明治 27 年）に上京し、牧師をしながら「海外教
育会」――朝鮮併合の前後に、朝鮮の青年層の”教育”のために組織された団体で、大隈重信
らも関わっている――などに参加し、その後「神田教会」を作り、救貧事業に参加する一方、









3.2 でその『自伝』を取り上げる沖家室島出身者で 1908 年に布哇に渡り、ホノルル・カカア
コに住みアアラ街で漁業会社を設立し、その二世代目及び三世代目が現在もホノルルのフィッ
シング・ビレッジで、United Fishing Agency(全米唯一の「魚のオークション」を行っている漁
業会社)を創設した前出の M.O 氏も、既に述べたように、17 歳で渡布する前に嶋貫兵太夫と手
紙のやり取りをしている。ちなみに「力行会」は 1914 年（大正 3 年）に永田稠が第二代目の会









































が掲載されている。前述のように雑誌それ自体も、大正 3 年から大正 9 年（1920 年）までが復
刻されているが（泊清寺編 2001：16－21）、その他の号は残念ながら復刻されていない。ただ、
たまたま筆者は「東京かむろ会」の会長を長い間勤めた S.Y 氏（2011 年 12 月逝去）のご家族
のご好意で、大正 10 年以降に発行され、まだ復刻されていない雑誌のとぎれとぎれの号をお借
りすることができた。その中で、『かむろ 第 34 号』（大正 10 年 1 月号）（沖家室惺々会編 1921
年）には、本稿で取り上げるホノルル・カカアコ地区居住者の記録も含め沖家室から国内外に
越境移動をした人々の住所と職業が出ている。後述するように 1921 年は「布哇沖家室人会」が
































住職・僧侶・神官 1 1 1

















計 50 7 6 2 2 23 12 7 2 3 6
本島以外の日本
（沖家室惺々会編『かむろ』第34号（大正10年＝1921年1月号）より筆者作成）
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職業 朝鮮 満州 台湾





建築・大工 1 1 1
建築技師























不明 1 1 1 1 1 3
その他 1 1（牧畜） 1（理髪）
計 13 8 10 11 2 11 2 6 4 7 1 4 1 2 9 1 13 1
（沖家室惺々会編『かむろ』第34号（大正10年＝1921年1月号）より筆者作成
職業 布哇 北米大陸 南米大陸
ホノルル （内カカアコ）　 ヒロ カリフォルニア バンクーバー ペルー
漁業 29 13 6 3
造船業・船大工
手ぐす製造
生漁業・魚仲買 3 2 2
建築・大工 3 2
建築技師

























計 50 （内19） 25 2 3 1
（沖家室惺々会編『かむろ』第34号（大正10年＝1921年1月号）より筆者作成）
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表 1、2、3 を通じて言えることは、第 1 に、越境者の割合がやはり人口に比べ異常に多いこ
とが追認できる点である。ちなみに、大正 9 年に初めて実施された国勢調査の結果が、『かむろ』
（大正 10 年 7 月号）に掲載されているが、それによると、｢沖家室島｣の戸数は、558 戸、男 843
人、女 969 人の計 1812 人と記されている（沖家室惺々会編 1921：19）。 
表 1 は、本島に在住している人と本島以外に出ている人と職業を見たものであるが、本島以
外の内地在住者は計 70 名に及び、表 2 の朝鮮、台湾、満州各地の合計数は、朝鮮 70 人、満州
14 人、台湾 24 人の計 108 人、そして、布哇・北米、南米在住者は、布哇（ホノルル 50 名、ヒ
ロ 25 名）計 75 名、北米 5 名、ペルー1 人で、男子人口数 843 人中の 257 人が国外へと越境移
動している。この表からだけでは、荘年男子の越境率はわからないが、子どもの数の多さも推
測すればその高さは予想がつく。 



































日本人の布哇移民が正式には明治 18 年（1885 年）の官約移民から始まったことは前出のと
おりである。特に山口県周防大島・沖家室への移民に焦点を合わせて布哇移民史を執筆した土
井彌太郎によれば、布哇における日本人、日系人の在留人口について、下記のように示してい
る（土井 1980：73）。ちなみに、下記の表の 1868 年の 153 人は、官約移民に先行する、いわ
ゆる「元年者」の数値である 
土井は、布哇移民と日本人・日系人社会の形成について、1.漂流民時代（1270 年～1867 年）
―この時期は生活面では空白――、2.元年者時代（明治元年：1868～明治 17 年：1884 年）―
元年者と漂流者の時代で日本人社会は作られていない――、3.官約移民時代（明治 18 年：1885
年～明治 26 年：1893 年）――いわば出稼ぎ時代――、4.私約移民時代（明治 27 年：1894 年～
明治 32 年：1899 年）――まだ浮動的で米国への密航も多かった時代――、5.自由移民時代（明
治 33 年：1900 年～明治 40 年：1907 年）――暫定的定住時代――、6.呼寄移民時代（明治 41
年：1908 年～大正 12 年：1923 年）――定住時代――、7.移民禁止時代（大正 13 年：1924～昭
和 21 年：1946 年）――永住時代――に分けている（土井 1980：127－128）。地理学者飯田耕
二郎は『ハワイ日系人の歴史地理』という著作の中で、米国センサスの 12 次（1900 年）、16
次（1940 年）そして第 20 次（1980 年）をもとに、「布哇における日系人の島・都市別人口の変
遷」についてまとめているが、それによると、1900 年には 23381 人だったホノルル市の日本人






















る。筆者は 2011 年 8 月に現地を歩く
機会があったが、現在では「布哇出雲大社」を残して戦前のアアラ街の面影は全くない。ただ、
日本人コミュニティの記録として、当時の日本人が営業する店や会社や劇場その他施設につい
てのインタビュー記録を交えながら当時のアアラ街について、A’ala: the story of a Japanese 

























































くるのが、それからしばらく経った、1921 年（大正 10 年）前後である。 
1920 年の布哇の日本人人口は 109,274 人で、全人口に占める日本人の割合は 42.6％に及んで
いる（Okihiro 2003：7）。すでに、表 1、表 2、表 3 で示したように 1921 年（大正 10 年）の『か
むろ』（第 38 号）に掲載された「沖家室惺々会」会員の越境移動と職業の多彩さは、漁業は主
としていても、漁業の仲売りや鮮魚店や漁業会社の設立とそうした漁業をビジネスとして支え













第二條 名称 本會は「ホノルル在留沖家室人會」と稱す 

























































『自伝』によると M.O 氏は、明治 24 年（1891 年）に沖家室島に生まれた。高等小学校を 13
























41 年 1 月に滑り込みで渡米した。前出の土井の時期区分によれば、それは布哇の日系人社会が
まだ「暫定的定住」の時代であった 
 
― 17 ― 
































― 18 ― 





に住居を据えながら浄土宗別院の夜学で英語を学び、1911 年 2 月（明治 44 年）にケカウリケ
街に「布哇漁業株式会社」が設立され同時に「キング魚市場」が開店したのを機に M.O 氏は、「布











































古く、1900 年にはすでに「Asahi Theatre」、1903 年には「ホノルル劇場（Honolulu Theater）」

























との指摘がある（布哇報知 1987：165）。もちろん、1909 年の耕地ストライキと 1920 年のそ
れとは、文脈が異なる。前者のそれは多民族と比べて日本人労働者の賃金問題の低さにだけに







機としている（布哇報知 1987：146）。ちなみに 1909 年の耕地労働の賃金増要求ストライキと


































が出会う試みがあった。筆者が布哇浄土宗別院に聞取調査を行った 2011 年 8 月には、移民一世
の中心人物の A 氏の他界とともに終了したが 9）、その繋がりは現実として残っている。「布哇
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[注] 
1) 筆者が 2011 年 7 月 30 日に沖家室自治会長の K 氏に行ったインタビューによると、現在、
沖家室漁業組合に登録されているのは、正組合員 10 名、準組合員 20 名であるということ
であった。 
2) 安井論文では昭和 5 年の『かむろ』85 号（沖家室惺々会編）を資料として、沖家室職業記
載は、311 軒で、そのうち漁業は 213 軒で圧倒的に多く、続いて農業 17 軒、大工・船大工






















ヨーク（ボストン、フィラデルフィアを含む）には、男子 2992 人、女子 200 人程度の日本
人人口が住んでいたと記録されている（紐育日本人会編 1984＝1934 復刻版：365）。紐育
日本人会の調べによると、日清戦争後の在留邦人の職業は約 20 種類で、明治 9 年に佐藤百
太郎が貿易会社を設立するために行って以後「森村ブラザーズ」の設立等貿易業が主とす








立された（紐育日本人会編 b 1920＝1984 復刻版』：436-448）。また、1904 年には「紐育
大学同窓会」、「紐育日本人宿屋組合」（1916 年）等々が出来上がる。またこのほかにも、
親睦団体の「日の出倶楽部」など 1897 年にすでにできあがっていたが、1901 年により公
的な団体に組織替えをし、コミュニティの体裁は整っていた。 







9) 「布哇沖家室人會」は 2004 年現在で、二世を中心に約 70 名の会員がいた。その会長を長
く務めた T.アオキ氏（故人）は、戦後も 1972 年以来 5 回日本を訪問している（読売新聞
社 2004）。 
10) A.O 氏は、現在、United Fishing Agency, LTD. をフィッシング・ビレッジに置いている。 
11) 2011 年 7 月に行った筆者の聞取調査による。 
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